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● 2024年第2週の警報・注意報

● 2024年第2週全数報告について（南部保健所管内）※先週までの報告からの追加も含む

●

沖縄県全体報告数 南部保健所管内報告数

定点区分 51週 52週 1週 2週 2週 51週 52週 1週 2週 2週

12/18 12/25 1/1 1/8 （定点あたり報告数） 12/18 12/25 1/1 1/8 （定点あたり報告数） 警報
インフルエンザ 605 853 1018 1195 (22.13) 137 240 331 363 (25.93)

小児科 110 72 48 45 (1.45) 19 20 19 10 (1.25)

小児科 113 129 83 125 (4.03) 45 50 31 54 (6.75)

小児科 56 69 62 66 (2.13) 19 18 10 14 (1.75)

小児科 7 3 8 8 (0.26) 4 0 1 1 (0.13)

小児科 26 22 2 4 (0.13) 9 5 0 0 (0.00)

小児科 0 0 0 1 (0.03) 0 0 0 1 (0.13)

小児科 7 5 5 3 (0.10) 2 0 2 0 (0.00)

小児科 4 1 2 0 (0.00) 1 1 0 0 (0.00)

小児科 1 1 1 6 (0.19) 0 0 1 2 (0.25)

眼科 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

眼科 16 19 7 21 (2.63) 8 12 4 13 (4.33)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

基幹 5 2 3 3 (0.43) 1 0 0 0 (0.00)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

小児科 2 0 5 2 (0.06) 1 0 0 0 (0.00)

基幹 0 0 0 0 (0.00) 0 0 0 0 (0.00)

COVID-19 110 163 258 351 (6.50) 42 63 106 119 (8.50)

0 0 0 0 (0.00)

週　報 令 和 6 年 1 月 29 日
南 部 保 健 所

（TEL：889-6591）

感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）について

感染症の流行・発生状況について

《三類感染症》
腸管出血性大腸菌感染症　　１件
《四類感染症》
デング熱　　１件

《五類感染症》
侵襲性肺炎球菌感染症　　１件
水痘（入院例）　　１件
梅毒　　２件

注意報

2024年第2週(1月8日～1月14日)

疾病名

  年末より感染性胃腸炎が増えています。南部保健所管内では新たに３施設（39名）からの報告があ
り、合計10施設（197名）に拡大しています。
　ノロウイルス感染症は、冬場を中心に流行し、「食品から人」だけでなく、「人から人」に感染します。
非常に強い感染力を有していること、また、回復後もしばらくウイルスが排泄されることから、手洗い・
消毒のほか、食品の加熱殺菌を徹底するなど感染予防にご協力お願いします。
　ノロウイルスはアルコールに対する抵抗力が強いため、アルコール消毒はほとんど効果がありませ
ん。汚染された場所の消毒には、「次亜塩素酸ナトリウム」を使用しましょう。※「次亜塩素酸ナトリウ
ム」は手指や身体への消毒には使用しないで下さい。

※定点医療機関とは、インフルエンザなど１８の感染症について、患者の発生情報を提供する医療機関のことです。定点１医療機関
あたりの平均報告数で、感染症の流行状況を把握しています。

　　●インフルエンザについて

　感染症発生動向調査による本県のインフルエンザ定点からの報告数が、2023年第51週（12月18～
24日）に定点当たり11.20人（定点医療機関54ヵ所、報告数605人）となり、インフルエンザ注意報の発
令基準値である10人を超えましたので、インフルエンザ注意報を発令中です。
　南部保健所管内では前週の第１週（2024年1月1日～7日）定点あたり23.64人から、第２週（2024年1
月8日～14日）では25.93人となり、増加傾向にあります。
　引き続き、「手洗い」、「マスク着用」、「予防接種」等の感染予防策について、ご協力よろしくお願いし
ます。

・咽頭結膜熱
　（県全域、南部・那覇市保健所管内）

・インフルエンザ
　（那覇市・八重山保健所管内）

・インフルエンザ　（県全域）

・水痘  （八重山保健所管内）

警報

流行性角結膜炎

インフルエンザ

咽頭結膜熱
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発疹

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

※クラミジア肺炎については、オウム病を除く。

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

RSウイルス感染症

COVID-19

ヒトメタニューモウイルス（ｈMPV）感染症

感染性胃腸炎（ロタウイルス）


